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特別養護老人ホーム
金沢弁天園　東金沢町 4-16-10

D
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レ イ リ ン
HEYLENE さん

島田　太郎 さん

　本格的な超高齢化社会の到来により介 護の需要が高まる中、介護事業所では人
手不足が顕著になるなど、介護サービス を取り巻く状況は厳しさを増していま
す。そのような中、日本各地で外国人の 雇用が進み、本市でも、日本の語学・習
慣を学びながら、介護サービスの現場で 活躍している外国人職員がいます。
　今回の特集では、介護サービスに携わ る外国人職員とその同僚の方の紹介と、
いざ介護が必要となった際の介護認定ま での手続をご紹介します。
　11 月 11 日の介護の日を機に、家族み んなで介護について考えてみましょう。

― いい日、いい日、毎日、あっ たか介護ありがとう ―

介護  の日

レ
イ
リ
ン
さ
ん　

　

私
は
、
母
国
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
看
護
師
と
し
て
働
い
て
い
ま

し
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
、
利
用

者
の
役
に
立
て
た
と
感
じ
た
こ

と
や
感
謝
さ
れ
る
こ
と
で
、
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
に
住
む
親
戚
か
ら
は
日

本
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
聞
い
て

い
た
の
で
、
い
つ
か
は
日
本
に

来
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
日
本
と
フ
ィ
リ
ピ

ン
と
の
経
済
連
携
協
定
（
E
P

A
）
の
制
度
で
日
本
で
働
け
る

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
知
り
、
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

８
年
前
に
来
日
し
、
半
年
間
、

日
本
語
や
文
化
を
学
ぶ
学
校
に

通
っ
た
あ
と
、
縁
が
あ
っ
て
金

沢
弁
天
園
で
働
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

来
日
当
初
は
日
本
語
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
、

考
え
が
う
ま
く
表
現
で
き
な
い

こ
と
や
利
用
者
へ
ど
う
声
か
け

を
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
、
難
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
今
で
は
職
場
や
環
境
に
も

慣
れ
、
利
用
者
の
方
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、

相
手
の
考
え
や
ニ
ー
ズ
を
く
み

取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と

感
じ
ま
す
。

　

日
本
に
来
て
、
言
語
や
文
化

の
違
い
な
ど
、
大
変
な
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
仕
事
も

楽
し
く
、
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
方
と
お
話
を
し
た

り
、
介
助
を
し
た
り
し
て
、
そ

の
人
が
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
っ

た
の
を
見
る
と
、
自
分
も
幸
せ

に
な
り
、
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思

え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
良
い
介

護
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
栄
養

な
ど
の
勉
強
を
し
て
、
利
用
者

の
方
が
も
っ
と
快
適
に
生
活
で

き
る
よ
う
な
介
護
福
祉
士
に
な

り
た
い
で
す
。

島
田
さ
ん　

　

レ
イ
リ
ン
さ
ん
は
職
員
か
ら

の
信
頼
も
厚
く
、
外
国
人
職
員

で
は
唯
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ

ー
＊
を
任
せ
て
い
ま
す
。

　
　

介
護
は
人
の
命
を
預
か
る
仕
事

な
の
で
、
一
つ
の
判
断
が
そ
の

方
の
生
活
を
変
え
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
難
し
い
仕
事
で
す
。

そ
ん
な
中
、
レ
イ
リ
ン
さ
ん
は

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
周
囲
と
協
力

し
な
が
ら
、
利
用
者
の
方
が
何

を
考
え
、
何
を
必
要
と
し
て
い

る
の
か
、
利
用
者
の
方
と
し
っ

か
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
な
が
ら
、
責
任
を
も
っ
て

対
応
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

優しい笑顔で利用者と接するレイリンさん

レイリンさんの仕事ぶりを語る島田さん 介護への想いを話すレイリンさん

＊
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
＝
８
人
ほ

ど
の
利
用
者
を
統
括
し
、
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
決
定
す
る
。

レイリンレイリンさんさん

島田太郎島田太郎さんさん

問合せ　介護保険課　☎ 内線 217
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小規模多機能型居宅介護
ひまわり　諏訪町 1-20-7

N
グ エ ン
GUYEN T

テ ィ ー
HI B

ベ ー ト ゥ イ
ETHUY さん

鈴木　未羽 さん

ベ
ー
ト
ゥ
イ
さ
ん　

　

私
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
生
ま
れ

育
ち
、
小
さ
い
頃
か
ら
祖
父
母

の
面
倒
を
み
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、
人
の
役
に
立
つ
仕
事
、
特

に
介
護
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。

　

2
0
2
2
年
に
水
戸
市
に
あ

る
介
護
関
係
の
専
門
学
校
に
通

い
始
め
、
過
去
に
日
立
市
の
日

本
語
学
校
に
通
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
こ
の
「
ひ
ま
わ
り
」

で
ア
ル
バ
イ
ト
員
と
し
て
働
き

始
め
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
介
護
福
祉
士
の
資

格
取
得
を
目
指
し
、
勉
学
に
励

み
つ
つ
、
学
校
が
終
わ
っ
た
後

や
学
校
が
休
み
の
日
に
は
、
介

護
の
現
場
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

職
員
は
皆
が
と
て
も
仲
が
良

く
、
仕
事
も
や
り
が
い
が
あ
っ

て
楽
し
い
の
で
、
学
校
に
い
る

時
は
、
早
く
介
護
の
仕
事
に
戻

り
た
く
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
仕
事
は
、
利
用
者
の

方
の
水
分
補
給
や
排
せ
つ
介
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
に

よ
っ
て
徘
徊
や
転
倒
な
ど
、
気

を
付
け
る
点
が
違
う
の
で
、
注

意
し
な
が
ら
日
々
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
利
用
者
が
楽

し
く
、
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う

に
役
に
立
つ
介
護
福
祉
士
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
学
校
と
介
護
の
仕
事
の

毎
日
で
、
休
め
る
日
は
１
日
も

な
く
、
少
し
大
変
と
感
じ
る
時

も
あ
り
ま
す
が
、
利
用
者
か
ら

の
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言

葉
で
、
疲
れ
が
取
れ
、
幸
せ
を

感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
介
護

の
仕
事
を
続
け
、
皆
さ
ん
の
役

に
立
て
る
よ
う
一
生
懸
命
頑
張

り
ま
す
。

鈴
木
さ
ん　

　

私
た
ち
は
、
利
用
者
の
方
が

毎
日
不
自
由
せ
ず
、
常
に
快
適

に
過
ご
せ
る
こ
と
を
意
識
し
て

仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ベ
ー
ト
ゥ
イ
さ
ん
は
、
初
め

は
介
護
を
行
う
上
で
気
を
付
け

る
べ
き
点
な
ど
の
認
識
が
違
う

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い

つ
も
前
向
き
に
仕
事
の
経
験
を

重
ね
、
現
在
は
、
誰
よ
り
も
丁

寧
で
優
し
い
職
員
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

以
前
は
、
外
国
人
の
職
員
と

聞
く
だ
け
で
嫌
そ
う
な
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
を
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
で
は
利
用
者
の

皆
さ
ん
か
ら
も
信
頼
さ
れ
、
国

籍
関
係
な
く
、
一
人
の
職
員
と

し
て
、
立
派
に
仕
事
に
向
き
合

っ
て
い
ま
す
。

特
集
特
集

　本格的な超高齢化社会の到来により介 護の需要が高まる中、介護事業所では人
手不足が顕著になるなど、介護サービス を取り巻く状況は厳しさを増していま
す。そのような中、日本各地で外国人の 雇用が進み、本市でも、日本の語学・習
慣を学びながら、介護サービスの現場で 活躍している外国人職員がいます。
　今回の特集では、介護サービスに携わ る外国人職員とその同僚の方の紹介と、
いざ介護が必要となった際の介護認定ま での手続をご紹介します。
　11 月 11 日の介護の日を機に、家族み んなで介護について考えてみましょう。

介護サービス事業者が、介護福祉士などの
資格取得を目指す外国人留学生に対して負
担する日本語学校の学費などを補助します。
補助上限額（補助率）
　30 万円（1/3 以内）

外国人留学生学費等支給支援事業

活用してみ
ませんか？

― いい日、いい日、毎日、あっ たか介護ありがとう ―

介護  の日
11 月 11 日は

ひまわりで活躍する６人の外国人職員。
（前列３人と、後列中央の３人）

プライベートでも仲の良いふたり

鈴木未羽鈴木未羽さんさん
ベートゥイベートゥイさんさん
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要介護（要支援）認定の流れ

介護介護サービスを利用するにはを利用するには

　介護サービスを利用するには、要介護（要支援）認定を受けるこ
とが必要です。認定を受けることで、認定区分に応じ、さまざまな
支援を受けられるようになります。
　初めての申請では、不安や戸惑いを感じる方が多くいますが、お
気軽にご相談ください。また、申請から認定まで、申請者の方の費
用の負担はありません。

新たに介護サービスを利

用したい方は、　 要介護
（ 要支援） 認定申請から

スタート！

介護認定審査会
　保険・医療・福祉などの専門家が、訪問調査の結果や主
治医の意見書などをもとに審査を行い、要介護状態区分を
判定します。

認定結果の通知
　認定結果は程度の軽い順に、要支援１・２、要
介護１～５に分かれ、それぞれ利用できるサービ
スが異なります。

訪問調査

　市の調査員が自宅や病院
などに訪問し、本人やその
家族に聞き取り調査を行い
ます。

主治医の意見書
　介護を必要とする原因疾
患など、主治医から意見書
を提出してもらいます。
＊市から直接、主治医へ依
頼します。

0 日

30日
（目安）

非該当 要支援 要介護

区 分
― １ ２ １ ２ ３ ４ ５

軽い 重い

Q 申請の対象となる条件はありますか？

A 40 ～ 64 歳の方は、老化が原因とされる
病気（特定疾病）に該当する方が対象に
なります。65 歳以上の方は、どなたも申
請ができますので、お困りの場合は、お
気軽にご相談ください。

Q 訪問調査ではどのようなことを行いま
すか？

A 調査員が自宅や入院中の病院などに伺
います。
調査内容は、起き上がりや歩行などの
日常動作や認知機能を確認するほか、
普段の生活の様子などを聞き取ります。

Q 介護の申請から結果までどれくらいか
かりますか？

A 原則 30 日以内にお知らせします。調
査の状況や主治医意見書の提出日など
の関係で、結果をお知らせする時期が
遅くなることがあります。

Q 認定を受けるとどのようなサービスを
受けられますか？

A 認定区分（要支援、要介護）によって
受けられるサービスが異なります。詳
しくは５ページをご覧ください。

Q 非該当で、生活に困ることがあった場
合はどうすればよいですか？

A お住まいの地域包括支援センター（５
ページに記載）へご相談ください。

要介護（要支援）認定申請

　介護保険課か各支所で申請をします。
　　　　　　申請に必要なもの
　　　　▪�要介護・要支援認定申請書
　　　　▪介護保険の保険証
　　　　▪医療保険の保険証

4

申請者

市

申請者

市

市

市

①

②-1

③

④

②-2
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要支援１・２と認定された方

相談窓口 電話番号 担当する小学校区
福祉の森 聖孝園 39-1166 櫛形、山部、中里
サン豊浦 33-8811 豊浦、日高、田尻
神峰の森 33-5512 滑川、宮田
銀砂台 33-6500 仲町、中小路、助川
小咲園 32-7900 会瀬、成沢、諏訪

鮎川さくら館 36-7303 油縄子、大久保、
河原子、塙山

金沢弁天園 33-7424 大沼、金沢、水木

成華園 33-7119 大みか、久慈、
坂本、東小沢

地域包括支援センター　要支援は、日常生活の基本的動作は自力で行えるものの、支援
が必要と認められた方が該当します。生活機能の維持向上や改善
を目指すため、ホームヘルパーなどが自宅に訪問して行うサービ
スや施設などに通って受けるサービスが利用できます。

❶

利用できる主なサービス

訪問型サービス（ヘルパー）
　ホームヘルパーなどが家
庭を訪問して、買い物や入
浴の介助といった日
常生活の手助けを行
います。

介護サービスを行う事業所や利用でき
るサービスなどを掲載しています。詳
しくは、右記 QR をご覧に
なるか、介護保険課へ問い
合わせてください。

日立市介護サービス事業所ガイドブック日立市介護サービス事業所ガイドブック

市 民 の 安 心 ネ ッ ト ワ ー ク

日立市介護サービス
事業所ガイドブック

日立市

～あんしん・いきいき・ささえあい～

20202023

通所型サービス（デイサービス）
　デイサービスセンターな
どに通い、食事や入浴の提
供、 日 常 動 作 訓 練、
レクリエーションな
どが受けられます。

要介護１～５と認定された方❷
　要介護は、入浴、排泄、食事などの日常生活の基本的動作に介護が
必要と認められた方が該当します。上記サービスに加え、自宅などで
生活しながら受けられるサービスや各種施設に入所して受けられる
サービスが利用できます。

利用できる主なサービス

短期入所（ショートステイ）
　特別養護老人ホームなど
に短期間入所して、食事や
入浴の介護サービス、日常
生活訓練が受けられます。
＊要支援１・２の方も利用可

特別養護老人ホームなどへの入所
　状態や要介護認定区分に応じ
た施設に入居し、日常生活上の支
援や介護が受けられます。＊特別
養護老人ホームは要介護３以上

　要支援、要介護の認定を受けた後は、利用者とその家族の意向に沿って、ケアマ
ネジャーがケアプランの作成を行います。

認定後は認定後はケアプランの作成を依頼しようの作成を依頼しよう

利用できる施設は
こちらから！

ケアプランって？
　サービス利用者や家族
の状況、希望をもとに、
介護の専門家が作成した
一人ひとりに応じた支援
やサービスの計画書

要支援認定

要介護認定
施設入所して利用

在宅での利用

在宅での利用

地域包括支援センターでケアプランを作成

居宅介護支援事業所＊か施設へ連絡し、
ケアプランの作成を依頼します

＊�居宅介護支援事業所＝介護サービスを行う事業
所のうち、ケアマネジャーが在籍する事業所

福祉用具貸与
　在宅生活に必要な福祉用
具（車いすや特殊ベッ
ドなど）のレンタル
ができます。

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

　グループホームで、食事や
入浴などの日常生活上の支援
や機能訓練などを受けられま
す。＊要支援２の方も利用可


